


















































った。調査期間は 2009 年 10 月 1 〜 31 日とした。
（２）調査結果
　調査票は実際には 199 教会と 199 施設，計 398 の教会と施設に送付した。その






































































































 6 〜 10 14（18%）
11 〜 15 10（13%）
16 〜 20  9（11%）
21 〜 25  7（ 9%）
26 〜 30  6（ 8%）
31 〜 35  3（ 4%）
36 〜 40  3（ 4%）
41 〜 45  2（ 3%）




























活動内容 件数 活動内容 件数
聖書研究会 66（84%） バザー 29（37%）
子供会 37（47%） 旅行  6（ 8%）
高齢者の会 16（20%） ＮＰＯ活動  8（10%）
女性の会 41（52%） 各種教室 25（32%）
コンサート 40（51%） その他 18（23%）
映画会  9（11%） 無回答  4（ 5%）
教会外の役職 件数 教会外の役職 件数
民生児童委員 2（ 3%） 地域活動役員 4（ 5%）
教誨師 2（ 3%） 町内（自治）会役員 10（13%）
保護司 1（ 1%） 自治体関係役員 3（ 4%）
社会福祉
関係役員 5（ 6%） その他 20（25%）








































































































































５年までは 24 件中 15 件（63％）に役職がないことは領けるが，16 年から 20 年












0 1 2 3 4 5 6
１〜５ 24 15 ７ ２
６〜 10 14 ７ ７
11 〜 15 10 ７ ２ １
16 〜 20 ９ ４ ５
21 〜 25 ７ ３ ２ １ １
26 〜 30 ６ ３ １ １ １
31 〜 35 ３ ２ １
36 〜 40 ３ １ １ １
41 〜 45 ２ ２
46 〜 １ １































寄付金（万円） 1 2 5 6 7 10 15 20 24 30 42 60 80 100














































































































































































































































































































































































































































































































結果は乳児院 9 件（６％），児童養護施設 54 件（37％），障がい者施設 36 件（25






























































































は「利用者と職員」が 54 件（41％），「利用者」が 17 件（13％），職員が８件（６
％），無回答は 53 件（40％）であった。「礼拝を行っている」と回答のあった施設
の参加者の割合を出してみると 79 件中の内で，「利用者」が 17 件（22％）「職員」











回数 １ 1.5 2 3 6 計
件数 18 1 4 １ １ 25 件
回数 1 2 3 〜 4 4 〜 5 4 〜 6 5 〜 6 6 計
件数 21 6 1 1 1 1 1 32 件
回数 1 2 4 5 6 計










は 44 件（33％），教会からの（寄付金／ 63・寄付物品／ 39）がある」が 70 件（53













施設の者（利用者 /63・職員 /88）が教会に出席している 99（75%）
教会が（見学 /20・慰問 /38）活動をしている 44（33%）
教会からの（寄付金 /63・寄付物品 /39）がある 70（53%）














































































































































































































































































































































































は 76 件（77％），「ノンクリスチャン」は 18 件（18％），「無回答」が１件（１％）
であった。
　一方，「あった方がよい」と答えたものは 29 件で，その中の「クリスチャン」は

















































































































































































































（6）『日本キリスト教社会福祉学会 50 年史』日本キリスト教社会福祉学会，2009 年， p.146
（7） 北村嘉蔵『日本の説教 Ⅱ 12 』日本キリスト教団出版局，2006 年，p.183
（8） 島村亀鶴『日本の説教 Ⅱ ６』日本キリスト教団出版局，2006 年，p.154






























































（13）千葉茂明編『回想 松島正儀 ─ わが国の児童福祉を育てた生涯』相川書房，2010 年，p.250





































































































（15）千葉茂明編『回想 松島正儀 ─ わが国の児童福祉を育てた生涯』相川書房，2010 年，p.250
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て歩み寄り，両者間の垣根が取り払われて祈りあい，支え合う関係が生まれる事が
必要である。
　日本のクリスチャン人口が 1％以下という中で，両者が支えあわなければ，キリ
スト教社会事業の健全な存在はあり得ない。社会に対する影響力や存在価値の大き
さを考える時，両者がもっと接近して活動すること，あるいは両者間に太いパイプ
を敷いて，活き活きと活動してゆくことが求められているのではないだろうか。
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【資料１】
教会とキリスト教社会福祉との関係に関するアンケート（教会用）
関係項目の○に∨を，また（　）に数字や文章をお入れください。
①当教会に赴任されて何年でしょうか。（　　　　　）年
②教会が行う礼拝（ミサ），教会学校以外の活動についてお尋ねします。（複数回答可）
　○聖書研究会　○子供会　○高齢者会　○婦人（母子）の会　○コンサート
　○映画会　○バザー　○旅行　○ NPO 活動（具体的に　　　　　　　　　　　）
　○各種教室（　英語　絵画　音楽　習字　障害者　その他→　　　　　　　　　）
　○その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
③牧師・神父・司教として携わる教会外の役職についてお尋ねします。（複数回答可）
　○民生児童委員　○教誨師　○保護司　○社会福祉関係役員　○ＰＴＡ役員　○
地域活動役員　○町内会（自治会）役員　○自治体関係委員　○その他（　　　　　）
④教会の社会福祉事業への関わりについてお尋ねします。（複数回答可）
　○寄付（献金）−かまわなければその年間の金額をお書きください（　　　　　　）
　○物品（プレゼントなど含む）　○ボランティア活動（その内容　　　　　　　　）
　○メッセージに行く（その頻度　　　　　　　回　）
　○施設訪問（見学　慰問）○教会が福祉事業母体である　○教会が福祉事業母体
　である　○信者の中に福祉事業従事者がいる　○その他（　　　　　　　　　　）
⑤社会福祉施設従事者は日曜出勤の場合がありますが，それをどのように考えられ
ますか。
　○聖日は守るべきものなので望ましくない。
　○出来るだけ日曜に休める仕事を奨めている。
　○社会的に必要とされる職業であるので認めている。
　○その他のご意見（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑥日曜礼拝に出席困難な信者にどのように対応しておられますか。（複数回答可）
　○なるべく日曜礼拝に出るようにしてもらう。
　○日曜以外の集会（祈祷会，聖書研究など）を設けて出席してもらう。
　○都合の良いときに教会来てもらい個人的礼拝や祈祷会などを行う。
　○都合の良いときに家庭訪問する。
　○週報，月報，手紙などを送る。
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　○電話，メール等で連絡を取りあう。
　○その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑦教会とキリスト教社会事業の望ましい関係についてお考えをお聞かせください。
　○教会とキリスト教社会福祉事業はその目標とするところが異なるので各々の道
を行くのがよい。
　○キリスト教福祉事業から教会への働きかけを積極的に行ってほしい。
　○教会がキリスト教社会事業に対して理解と働きかけをする必要がある。
　○教会とキリスト教社会事業がお互いに理解しようと努力し，支え合う必要があ
る。
　○自由記述（教会とキリスト教社会福祉施設との関係について）
差し支えなければ教派をお教えください。
　○（プロテスタント　カトリック　ハリストス　）
　○（プロテスタントの教派名　　　　　　　　　）ご協力，有り難うございました。
【資料２】
教会とキリスト教社会福祉との関係に関するアンケート（施設用）
関係項目の○に∨を入れ，必要事項をご記入ください
①施設の種類をお答えください。
　○乳児院　○児童養護施設　○障害者施設　○老人福祉施設　○母子福祉施設
　○その他の施設（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
②施設とキリスト教との関係について。（複数回答可）
　○創設者がクリスチャンである　　○キリスト教関係福祉団体に加盟している
　○キリスト教施設を標榜している　○理事，評議員の中にクリスチャンがいる
　○施設長がクリスチャンである　　○職員の中にクリスチャンがいる
　○クリスチャンはいない　　○その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
③施設とキリスト教活動との関係について。
　○牧師・神父・司祭が施設に来て（○利用者　○職員　○両者）に礼拝やミサを
行っている（その程度は　　　　に　　　　　回）
　○特別な時のみ（○クリスマス　○誕生会　○創立記念日　○その他　　　　　）
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　○特に行っていない
④施設と教会との関係について。（複数回答可）
　○施設の者（○利用者　○職員　）が教会に出席している
　○教会が（○見学　○慰問　）活動をしている　
　○教会からの（○寄付金　○寄付物品　）がある
　○教会員からの（○寄付金　○寄付物品　）がある　
　○教会員がボランティア活動をしている（その内容　　　　　　　　　　　　　）
⑤施設運営の基盤としてキリスト教精神はどの程度必要でしょうか。
　○必要である　　○あった方がよい　　○なくてもよい
⑥施設と教会との関係を良好なものとするために必要な事は何ですか。
　○教会が積極的に関わること
　○施設が教会に積極的に働きかけること
　○相互に理解する努力をすること
　○あまり期待していない　　○その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑦キリスト教施設と教会の関係について自由にお考えをお書きください。
⑧施設に関係深い母体教派があればお書きください。（　　　　　　　　　　　　）
⑨記入者は（理事長　施設長　その他→　　　　　　　　）
　記入者はクリスチャンで　（有　無）　　　　　　御協力有り難うございました。
